
ＳＤＧｓとは

持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）とは，2001年に策定されたミレニアム開発目

標（MDGs）の後継として，2015年9月の国連サミットで加盟国の全会一致で採択された「持続可能な開発のため

の2030アジェンダ」に記載された，2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。17のゴー

ル・169のターゲットから構成され，地球上の「誰一人取り残さない（leave no one behind）」ことを誓ってい

ます。SDGsは発展途上国のみならず，先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）なものであり，日本として

も積極的に取り組んでいます。（外務省：JAPAN SDGs Action Platformより引用）

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html


大成工業が2030年に目指す姿

創業以来生業として掲げている水処理の開発と販売を更にレベルアップさせ、地元県西部では上下水道工事及び

排水処理の維持管理も含め、環境問題に取り組む企業として広く認知されるよう、企業活動を通して地域に貢献し

ていきます。

自社オリジナル製品であるTSS汚水処理施設は、日本全国及び海外への展開にさらに力を入れ、「6.安全な水と

トイレを世界中に」を軸とした衛生教育と女性雇用創出への貢献を目指しています。

また、従業員一人一人が環境問題に携わる社会人としての誇りを持ち、スキルを身に着け、働き甲斐のある職場

環境を形成することも目標としています。



大成工業とＳＤＧｓ

大成工業は、SDGsの「６．安全な水とトイレを世界中に」を軸に、衛生教育と女性雇用創出にも取り組んでいき

ます。

• 野外での排泄を無くす。

• 不潔をコントロールする。

• 感染症を減らす。

衛生教育 女性雇用創出

積極的にSDGsに参画します。

• コミュニティトイレの清潔を保つ。

• 就労機会の獲得。



大成工業とＳＤＧｓ

大成工業は、国際協力機構（JICA）からJICA-SDGsパートナー認定証をいただいています。

コロナ禍のため、工期を2022年12月まで延長 2021年1月14日内閣府地方創生事務局主催の「地方創

生SDGs国際フォーラム」での事例紹介



大成工業とＳＤＧｓ

大成工業の政府開発援助（ODA）への取り組み外務省Webサイトに掲載されました。

外務省：ODA（政府開発援助）より

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/about/hanashi/page23_001292.html


とっとりSDGs企業認証書

2022 年 7 月 22 日とっとり SDGs 企業認証式がとりぎん文化会館にて行われ、平井鳥取県知事より認証書をいた

だきました。

前列中央に平井鳥取県知事。知事の左隣に弊社代表。

とっとりSDGs企業認証制度とは？

持続可能な社会・経済・環境の実現に向けた経営

に取り組む事業者の皆さまを対象に、取組のさら

なる深化や企業の持続的成長、価値向上を応援す

るため、SDGs経営の取り組みを県独自で認証する

制度です。

https://www.tottori-sdgs.com/certification/

https://www.tottori-sdgs.com/certification/

